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■研究テーマと研究方針について
インターネットの経路制御はこれまで、通信の終点への到達性の確保のみを実現するために開発されてきた。そのため、経路制御機構が主に提供するのは、通信が可能であるというだけの任意の経路である。この設計思想に反して、近年のインターネットでは、パケットごとに詳細な通信経路を選択・決定することが求められている。ユーザはサービス品質の向上のために QoSR(Quality of Service Routing、サービスに応じた経路選択) を必要とし、ネットワーク管理者は回線リンクの利用効率のために TE(Traffic Engineering、トラフィックの制御) を必要としている。さらに、社会基盤としての次世代インターネットには、簡単に故障しない、故障しても迅速に復旧するなどの、耐故障性が経路制御機構に求められる。
現在のインターネットでは、QoSR、TE を、MPLS(Multi Protocol Label Switching)によって解決しようとしている。これは、IP トンネリングに近い概念で、上で述べた要求の根本的な解決にはならない。
　本研究は、現在必要とされるTE、QoSR、耐故障性の要求を、経路制御機構を根本から見直すことで実現するものである。現在のIP経路制御はリンクステート型アルゴリズムを利用するのが一般的であるが、上記要件を実現するためにはパスベクタ型がふさわしい。また、経路に付随する様々な属性や、経路選択の処理も規定しなおす必要がある。具体的には、まったく新しい経路制御モデルと、それを実現するプロトコルを設計する。経路制御はインターネットの根幹であるので、その性能向上はインターネット自体の性能向上や機能の増加につながる。IP電話で 110 番通報を実現するような、社会基盤として信頼できるインターネットを構築するためには、本研究で行う経路制御機構の再設計が必要不可欠である。
■研究の進捗について
現在のIP経路制御の問題点を把握し、その現実的な解決案を考案した。OSPFv3の実装とIETF他のメーリングリストの議論を通して、経路制御プロトコルへの要件、プロトコル設計が現実にどう影響するかを習得した。
■博士論文の進捗について

２００４年度秋から執筆開始を予定。

■特記事項

<ここは、村井さんが最後に書くと思いますので空白でよいと思います。>

